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筆目的である。前者の目的は第 1 部(第 1 章〜第 4 章)に，後者の目的は第 2 部(第 5 章







































































































さて，第 1 章から第 4 章まではテキストとしての昔話を素材にした研究アプローチ





















































































 「魂」を「タマ」と読ませることがあるが，タマとは「靈魂」(柳田, 1969g, 


















































































































































て小鳥前生譚に区分される昔話である(表 1)。本格昔話からは 12話型 11例(「115.鶴
女房」「144A.瓜子織姫」「174.三人兄弟(宝物型)」「178A.二人兄弟」「186.継子と亡
者」「215.白鳥の姉」「232A.鼠退治」「249.妹は鬼」「本格新 33.こんな晩」「本格新 36.
百合若大臣」「本格新 41．魂の入れ変り」1「本格新 43.天の庭」)であった(表 2)。笑
話からは 1話型 1例(「400.幽霊の歌」)であった(表 4)。 
また，「霊」の登場する昔話は 4話型 4例あり，その内訳は本格昔話 2話型 2例
(「115．鶴女房」「249．妹は鬼」)(表 3)と笑話 2話型 2例(「400．幽霊の歌」「527．
 
1「魂の入れ変り」は話型名にこそ「魂」の語が含まれているものの，その本文，及び要約文のうちに「魂」の語は含




























































































































































































































































































めの資料となりうると思われるので，以下にその 4 話を紹介する。 
上巻の第五に記述された「狂」とは，「弓削(ゆげ)の大連(おおむらじ)，狂ひたる心
に逆を起し，傾けむと謀り便を窺ふ [弓削の大連はこんなことをし，気が狂って逆上


























































































































































































































11話型 12例(表 7-1，表 7-2，表 7-3，表 7-4，表 7-5)，笑話においては 5話型 6例(表








































「狂」に至った例は 6 話型(本格昔話 3 話型：「絵姿女房(桃売型)」「米福粟福」「猿の
経立」，笑話 3 話型：「風鈴踊」「八石山」「金ひり馬」)，対象喪失による悲しみや悔し
さが高じて狂に至った例が 4 話型(動物昔話 3 話型：「時鳥と兄弟」「片足脚絆」「狩人
と人間」，本格昔話 1 話型：「天道さんの金の鎖」)，恐怖が高じて狂に至ったケースが
2話型(本格昔話 2話型：「鳥呑爺」「腰折雀」)，あと一歩のところで思いが叶わず狂に
至ったケースが 1 話型(本格昔話 1 話型：「天人女房」)，自らの悪事への制裁を受けて
狂に至るケースが 2 話型(本格昔話 2 話型：「継子と鳥」「継子と笛」)であり，これら
15 話型は悲しみ，憤怒，嫉妬，悔しさ，恐怖といった感情の極まりが「狂」に至らし
める要因となっている。残り 4 話型は，身体的苦痛によるものが 2 話型(本格昔話 2 話






































































































































後悔する」(6 例)，「⑾恋しがる」(5 例)，「⒀A の眼が開き悔いる」(1 例)がある。ま
た，後悔や思慕の念の強さの現れとして「⑸自害する」(1例)というものもある。その
他，殺害や死亡といった契機がなく，A と B との葛藤のみが描かれている場合は，A が
B に対して「⑿鳴くことを命じ」(1 例)，B は弱者的立場のままで居続けるという，別
の悲劇的展開を持つ類話もある。 
「時鳥と兄弟[埼玉県狭間市]」における「狂」状態の契機(網掛)とは，Aの留守中に
Bがおじやを全部食べてしまったことを Aが責めて Bを殺害するも，その殺害を Aが激
しく後悔したことにある。このケースにおいて特徴的なのは，おじやを食べた Bにも A
から責められるべき非が存在するということである。類話においては，このような背




















































































































類話 28 例中 27 例は同様の契機であった。広島県双三郡の例では天女のその後の展開
は描かれておらず天女の死をもって話は締めくくられている。同様の筋を辿る類話を





































































































































































































 悪事が露呈した際の Aの主体的行動や内的状態は表 7-5の「行為者 A」の列にまとめ
てある。類話においては，「⑷特になし」(20 例)が最も多く，「⑶白状する」(5 例)，
「⑶嘘をつく」(5 例)，「⑸逃げる」(2 例)，「⑹驚く」(1 例)，「⑺家を出る」(1 例)と
続いており，「⑵白状する」以外の行動は，その場から消えたり，事実を否認するとい
った行動が見られる。なお，その後の展開として記しているが，「①′池に入って死ぬ」





























































































































が B を騙して攻撃すると B が「狂い回」って出て行ったため A が利を得るという話で
ある。ここには，先述した「狂」の特徴である回転性運動を思わせる描写がある。 
類話においても，Bの勘違いによって Aが利を得る広島県山県郡型(⑸⑺，11例)と，
A の攻撃に B が退散して A が利を得る高知県幡多郡型(⑶⑷⑹，32 例)とに分けること
ができる。広島県山県郡型の類話における Bの勘違いとは，Aが降参や怖がるふりをし
て B が信じる場合(⑸，10 例)と，A の喜ぶ姿を苦しんでいる姿と B が勘違いする場合










































から逸れて嫉妬対象が福を手にしたことである。正直者 B が意地悪者 A の操作から逃












































































































































































































田, 1968f)。ちなみに「瓜子織姫」の敵役はその 7 割以上がアマノジャクとして登場


























































































































































































































































ところ，「山姥」が登場する昔話は 26 話型 174 例あった。表 9 は山姥が登場する動物
昔話 3 話型(4 例)を整理したもの，表 10 は山姥が登場する本格昔話 21 話型(166 例)と
「補遺」に登場する昔話 1 話型(3 例)を整理したもの，表 11 は山姥が登場する笑話 1
話型(1 例)を整理したものである。 























なお，26 話型のうち「姉妹と山姥」と「山姥の糸車」の 2 話型はその話型名にのみ
「山姥」の語が用いられており，『大成』に掲載された実際の昔話の要約文に「山姥」














































髪に虱や百足や蛇等が湧いている(1 話型 2 例:「米福粟福[岩手県花巻市][青森県三戸










山姥[福島県原町市]」)，粗末に捨てた味噌が山姥に変身した例(1 話型 1 例:「三枚の
護符[岩手県岩手郡]」)もある。 









いた昔話(1 話型 1 例：「三枚の護符[秋田県鹿角郡]」)や，食べている時の姿を覗き見
たところ山姥であった昔話(1 話型 1 例：「食わず女房[石川県石川郡]」)も，一人の時
に露わとなった姿という意味では，山姥や鬼婆の姿が本態であることを表現した例と
いえる。 
その他，山姥が亡くなった実母であった例(1 話型 1 例：「米福粟福[福島県双葉
郡]」)，隣の婆であった例(山姥が隣の婆に化けていたかは不明)(1話型 1例：「食わず
女房[島根県隠岐郡②]」，隣の婆からの紹介で出会った女性であった例(1 話型 1 例：







や魚(2 話型 10 例：「牛方山姥」「食わず女房」)といった動物類，大根や人参(1 話型 6
例:「牛方山姥」)といった野菜類，米(「牛方山姥」「食わず女房」)や麦(「食わず女
房」)や餅(「牛方山姥」「山姥と石餅」)といった穀類(3 話型 22 例)，酒(1 話型 1 例:
「踵太郎」)であるが，とりわけ多いのは人間である(7 話型 46 例。実際に食べるには
















































































































































































昔話は 26 話型中 10 話型，温情的側面のみを呈しているものは 5 話型，凶暴性と温情
面を呈するものは 3話型，その他は 8話型あった。 
山姥が凶暴な側面のみを呈する 10 話型とは「馬子の仇討」「雀の仇討」「踵太郎」
「瓜子織姫」「生鞭死鞭」「三枚の護符」「牛方山姥」「天道さんの金の鎖」「似せ本尊」
















































































































































































































































Cl との面接経過を心理臨床的視点で見ると 4 つの段階に分けて考えることができる。
まず，自分が母を支えなければならないという投影性同一視の力動を思わせる生き方
から，少しずつ別の意思が芽生えてくる「第 1 期：分化へ萌芽期」，それに対する引き





















第 3 期では，母や Cl 自身の体調不良によって，自立に向かおうとする Cl に揺さぶ
りがかけられる。Cl 曰く，母の危機的状況に揺れることはなかったとのことではある
が，この出来事も一つの心見(こころみ)として働いたのではないだろうか。そして，

































































































































































































































































































昔話は計 5話型 131例であった。その内訳は，動物昔話 3話型 7例(「鳶不幸」「梟紺
屋」「蚯蚓と土」)と本格昔話 2 話型 124例(「天人女房」「瓜子織姫/天の邪鬼」)であ



















































































































































































り事態が発覚する話が 18 例挙げられている。 


























































夢： ヨーロッパの田園。時代は 19 世紀頃。私(Cl)は教師をしていて，6-























友人 A 子は Cl より学年が 2 つほど上だったが，学校敷地内のある教会行事を通じて
Cl と A 子は友達になった。Cl は小１の頃からその教会の日曜礼拝に毎週通っていたが，
小 2も終わりになった頃，校内で出会った A子を日曜礼拝に誘った。その週の日曜日，





Cl は自分が A 子を教会に誘ったばかりに A 子を死なせてしまったという深い罪意識
を抱いていた。「おんぶして！」というのも活発な A 子らしい，と Cl は思った。そし





一瞬に生じた俯瞰的思考は何を意味するのか。筆者は，A 子の身になろうとする Cl の
想像的体験と，その後 Cl が“事件”としてこの一連の出来事を知らされた実際の体験
とが同時に生じた夢だったと解釈する。まるで，死ぬはずだった Cl と生きるはずだっ

































































第 2 部 






































であり，たとえばフロイト派ではランク Rank, O11(1884-1939)，ローハイム Roheim, 
G.12 (1891-1953)，ベッテルハイムBettelheim, B.13(1903-1990)，ネオ・フロイト派
ではフロム Fromm, E.14(1900-1980)等による分析が知られる。また，フロイトはオッ
ペンハイム Oppenheim, D(1881-1943)と「民話の中の夢」(原題：Träume im 
Folklore)(1958)15という論文を共同執筆しているが，執筆に用いられた民話素材はオ









11 ランクは論文『幼児の性理論と民衆心理学の類似関係』(原題: Völkerpsychologische Parallelen zu den 
infantilen Sexualtheorien)(1912)でこれらの昔話とクロノス神話との類似性を強調した(フロイト, 1958)。 
12 ローハイムはフロイトから「人類学への精神分析学的洞察を広げた功績者」(ダンデス, 1992/2005, p.14)と賞賛さ
れた人類学者であり，『昔話と夢：「赤ずきん」の話をめぐって』(原題：Fairy Tales and Dream: “Little Red 
Riding Hood”)(1982)を発表している。彼は精神分析の理論が普遍的であるかを検証するためにアフリカ，オーストラ
リア，ニューギニア，アメリカに渡ってフィールドワークを行ったことでも知られている。 
13 ベッテルハイムは自著 『昔話の魔力』(原題：The Uses of Enchantment; Meaning and Importance of Fairy 
Tales)(1978)で，赤ずきんをはじめとするグリム昔話や千夜一夜物語を対象に精神分析的アプローチで分析している
が，研究倫理面の批判もなされている(ダンデス, 2005, p.32)。 
14 フロムは自著 The Forgotten Language; an introduction to the understanding of dreams, fairy tales, and 
myths (1951)において，赤ずきんの赤は月経を象徴し，女性(祖母，母，娘)が男性に勝利する物語と分析した。 
15 執筆されたのは 1911年の夏以前とされる(高田, 2009)。 





















Perrault(1628-1703)による『ペロー童話集』(原題：Histoires ou Contes du temps 
passé)(1697)や，ドイツ人文学者のグリム兄弟による『グリム昔話集』(原題：
Kinder- und Hausmärchen)(1812)にも影響を及ぼしたと言われている。『グリム昔話
集』は初版18以降，1819年(第 2版)，1837 年(第 3 版)，1840 年(第 4版)，1843 年(第
5 版)，1850 年(第 6版)，1857年(第 7版)と増補と改訂がなされながら版が重ねられ
てきた19。1842 年にはノルウェー昔話集がアスビヨルンセン Asbjørnsen, P.(1812-
1885)とモー Moe, J(1813-1882)によって，1855年にはロシア昔話集がアファナーシ






19 日本には明治 20 年代(1880 年代後半～1890 年代半ば)に英語訳本が紹介された。 
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(関, 1980a, p.33) 
 
















ハンガリーの文献学者ハーン Hahn, J.G. von (1811-1869)であった。1864 年，ハーン
は『ギリシア及びアルバニアの昔話』(原題：Griechische und albanesische Märchen)
を著し，38 の話型20を報告した(稲田, 1988, p.4)。1890年，イギリスの民俗学者ゴン
ム Gomme, G.(1853-1916)は自著『フォークロア手帳』(原題：The Handbook of 
Folklore)の中で，イギリス人の民俗学者ベアリング・グールド Baring-Gould, 
S.(1834-1924) の分類した 70 話型21について取り上げた(宮廻, 1992)。このように，
 
20 関は 40話型と報告している(関, 1981a, p.66)。 












ン Krohn親子(父ユリウス・クローン Julius Krohn (1835-1888)，息子カールレ・クロ





1982b)。1907 年，同連盟の機関紙 Folklore Fellows Communications(以下，FFC)が誕
生し，1910 年には第 1 号から第 4 号が発刊された。このうちの第 3 号が，後世に渡っ
て多大な影響を与え続けることになるアールネ著『昔話目録』(原題：Verzeichnis 
der Märchentypen)であった。アールネはフィンランドとデンマークの調査資料約 1万
話と『グリム昔話集』を整理して，540～580 話型23を認定した(関, 1981a, p.66, 




1911～1914 年にかけてスミルノフ Smirnov, A.M.(生没年不詳)がロシアの昔話集 22 冊，
白ロシアの昔話集 6 冊，ウクライナの昔話集 10 冊を話型分類した。しかし，これらは
 
22 『カレワラ』は，医師であり民俗学者でもあったリョンロート Lönnrot, E.(1802-1884)によって東カレリア地方の
伝承を採集・編纂された民族叙事詩である。1835 年に発刊，1849年に増補決定版が発刊された。 
23 アールネが『昔話の目録』(初版)で報告した話型数について，関は複数の論文において紹介しているが，その数は報
告によってばらつきがある(たとえば，550(関, 1981e, p.296)，580(関, 1981a, p.66), 587(関, 1981b, p.8)，






話話型目録(FFC34)がティレ Tille, V.(1867-1937)によって，1923～31 年にはスロバ
キアの昔話話型目録全 5巻がポリフカ Polivka, J.(1858-1933)によって，1928 年には
インドネシアの寓話と昔話の目録がデ・フリース de Vries, J.(1890-1964)によって発
刊された。 
また 1927 年には，アールネ著『昔話目録』(1910)が英訳，増補された改訂版『民話
の型』(原題：The Types of the Folk-Tale. A Classification and Bibliography. 





番号)として付されたことである(関, 1982b; 宮廻，1992)。1929 年にはロシアにおい
てもアンドレーエフ Andreev, N.(1892-1942)によってアールネの『昔話目録』が翻
訳・増補改訂された。 










24 1936 年の論文において関はおよそ 750 話型と報告したが，本稿では 1955 年の論文の記述を参考にした(関, 1981e, 
p.296)。 
25『昔話目録』(初版)においてアールネが依拠した昔話群は，グルントウィ Grundvig によるデンマーク昔話，アファナ










再整理し，『国際昔話話型カタログ 分類と文献目録』(原題：The Types of 










1 Verzeichnis der Märchentypen. 『昔話の目録』 Antti Aarne 1910 (3)
2 Katalog der Märchen der finnländischen Schweden mit
Zugrundelegung von Aarnes Verzeichnis der Mä
『アールネの昔話の目録に基づいたフィンランド
とスウェーデンの昔話カタログ』
Oskar Hackman 1911 (6)
3 Übersicht der mit dem Verzeichnis der Märchentypen in
den Sammlungen Grimms, Grundtvigs, Afanasjews,




Antti Aarne 1912 (10)
4 Verzeichnis der böhmischen Märchen. 『ボヘミア昔話の目録』 Václav Tille 1921 (34)
5 Der Märchentypus von König Drosselbart. 『つぐみの髭の王様の話型』 Ernst Philippson 1923 (50)
6 Die Typen der griechisch-römischen Fabel mit einer
Einleitung über das Wesen der Fabel.
『寓話の本質を紹介したグレコ・ローマン寓話の
話型』
Walter Wienert 1925 (56)
7 The Types of the Folk-Tale. A Classification and
Bibliography. Antti Aarne’s Verzeichnis der Märchentypen
(FFC3) translated and enlarged.
『民話の型』（アールネ『昔話の目録』の翻訳と
増補）
Stith Thompson 1928 (74)
8 Typen chinesischer Volksmärchen. 『中国昔話の話型』 Wolfram Eberhard 1937 (120)
9 Typenverzeichnis der deutschen Riesen- und riesischen
Teufelsagen.
『ドイツの巨人と大悪魔の言葉の話型目録』 Valerie Höttges 1937 (122)
10 Typenverzeichnis lettischer Volksromanzen in der
Sammlung Kr. Barons’ Latviju Dainas.
『Kr.Baronsのラトヴィア民謡集にあるラトビア
恋愛説話の話型目録』
Anna Berzkalne 1938 (123)
11 The Migratory Legends. A Proposed List of Types with a






12 Types of Indic Oral Tales. India, Pakistan, and Ceylon. 『インドの口承伝承の話型』（第2版:1991年） Stith Thompson &
Warren E. Roberts
1960 (180)




Lauri Simonsuuri 1961 (182)
14 The Types of the Folktale. A Classification and
Bibliography. Antti Aarne’s Verzeichnis der Märchentypen
(FFC3) translated and enlarged. Second Revision. (第4
版：1987年)
『民話の型』 Stith Thompson 1961 (184)




16 A Type and Motif Index of Japanese Folk-Literature. 『日本昔話の話型、及びモチーフの目録』 池田弘子 1971 (209)
17 Towards an International Type-System of Proverbs. 『ことわざの国際目録システムについて』 Matti Kuusi 1972 (211)
18 A Type Index of Chinese Folktales in the Oral Tradition
and Major Works of Non-Religious Classical Literature.
『中国の口承伝承と非宗教的主要古典文学の話型
目録』
Nai-Tung Ting 1978 (223)
19 Proverbia Septentrionalia. 900 Balto-Finnic Proverb Types
with Russian, Baltic, German and Scandinavian Parallels.
『バルト・フィンランドのことわざ900の型；ロシ
ア、バルト、ドイツ、スカンジナビアとの対応』
Matti Kuusi et al. 1985 (236)
20 Estnische Tiermärchen. Typen- und Variantenverzeichnis. 『エストニアの動物物語―話型と類話の目録』 Pille Kippar 1986 (237)





22 Types of Indic Oral Tales. Supplement. 『インドの口承伝承の話型。補遺』 Heda Jason 1989 (242)
24 Typenverzeichnis der bulgarischen Volksmärchen.







25 The Type and Motif Index of Finnish Belief Legends and
Memorates. Revised and enlarged edition of Lauri
Simonsuuri’s Typen- und Motivverzeichnis der finnischen
mythischen Sagen (FFC No. 182).
『フィンランドの信仰伝説とメモラートの話型と
モティーフの目録』
Marjatta Jauhiainen 1998 (267)
26 Motif, Type and Genre. A Manual for Compiling of Indices
& A Bibliography of Indices and Indexing.
『モティーフ、話型、ジャンル。目録編集のマ
ニュアルと目録群と目録作成の書誌』
Heda Jason 2000 (273)
27 The Matti Kuusi International Type System of Proverbs. 『Matti Kuusi氏のことわざの国際話型システ Outi Lauhakangas 2001 (275)
28 The Types of International Folktales. A Classification and
Bibliography. Part I: Animal Tales, Tales of Magic,
Religious Tales, and Realistic Tales, with an Introduction.
『国際昔話話型カタログ 分類と文献目録　第一
部：序章、動物譚、魔法譚、宗教譚、現実譚』
Hans-Jörg Uther 2004 (284-
286)
＊第2版は2011年に発刊
29 Le cannibalisme dans le conte merveilleux grec:






30 The Types of the Swedish Folk Legend. 『スウェーデンの民間伝説の型』 Bengt af Klintberg 2010 (300)








































にまとめた。筆者が調べた限りでは，初発は 1914 年の FFC 第 17 号であり，話型とい
う考えが登場してからほどなくして，その分析単位としてのモティーフという考え方
が現れたようである。1932年から 1936年にかけて，トンプソンは全 6巻からなる『モ
ティーフ索引』(原題：Motif-Index of Folk-Literature)(FFC106-109, 116-117)を発
表した。ここでトンプソンは，これまで昔話を整理する際に用いられていた「型」と
いう単位から，より小さな単位であるモティーフを分析する必要性を提唱した(宮廻, 
1992)。そこに示されたモティーフ数はおよそ 4 万と言われている(関, 1978a)。1960
年代以降に発表された FFC の論文タイトルを見る限り，地域や民族やテーマごとのモ
ティーフ研究がなされていたようである。また 2021年 5月時点において，2001年以降









26 リューティの理論を研究する小澤(2013)によると，1 つのモティーフは，登場人物 A の行為(ツーク A′)と，それに






Motivverzeichnis westfinnischer Zaubersprüche nebst Aufzä






Motif et thème. Plan d’un dictionnaire des motifs de contes






Motif-Index of Folk-Literature. A Classification of Narrative
Elements in Folk-Tales, Ballads, Myths, Fables, Mediæval
Romances, Exempla, Fabliaux, Jest-Books and Local






4 Motif-Index of Folk-Literature. II. D–E. 435 pp. 『民間文芸のモティーフ索引』第2巻 Stith Thompson 1933 (107)
5 Motif-Index of Folk-Literature. III. F–H. 411 pp. 『民間文芸のモティーフ索引』第３巻 Stith Thompson 1934 (108)
6 Motif-Index of Folk-Literature. IV. J–K. 501 pp. 『民間文芸のモティーフ索引』第4巻 Stith Thompson 1934 (109)
7 Motif-Index of Folk-Literature. V. L–Z. 486 pp. 『民間文芸のモティーフ索引』第5巻 Stith Thompson 1934 (116)
8 Motif-Index of Folk-Literature. VI. Alphabetical Index. 647 pp. 『民間文芸のモティーフ索引』第6巻 Stith Thompson 1936 (117)
9 Narrative Motif-Analysis as a Folklore Method. 9 pp. 『民俗学的方法としての語りのモティーフ分析』 Stith Thompson 1955 (161)
10
Typen- und Motivverzeichnis der finnischen mythischen




The Raven and Carcass. An Investigation of a Motif in the












Le conte populaire flamand. Catalogue analytique et répertoire des





14 A Type and Motif Index of Japanese Folk-Literature. 377 pp. 『日本の民間文芸の話型及びモティーフ索引』 Hiroko Ikeda 1971 (209)
15
A Motif Index for Lost Mines and Treasures Applied to
Redaction of Arizona Legends, and to Lost Mine and Treasure





16 Motif-Index of Latvian Folktales and Legends. 456 pp. 『ラトヴィアの民話と伝説のモティーフ索引』 Lena Neuland 1981 (229)
17
The New Comparative Method: Structural and Symbolic












The Type and Motif Index of Finnish Belief Legends and
Memorates. Revised and enlarged edition of Lauri
Simonsuuri’s Typen- und Motivverzeichnis der finnischen








A Motif-Index of Luis Rosado Vega’s Mayan Legends. xxxviii
+ 117 pp.
『Luis Rosado Vega著のマヤ伝説のモティーフ索引』 Jim C. Tatum
2000 (271)
21
Motif, Type and Genre. A Manual for Compiling of Indices & A


































ン，アールネ，コスカン，ベンファイ Benfey, T.(1809-1881)らがいる(関, 1982d)。
ゲルマン起源説を支持したグリム兄弟は，ドイツの昔話や伝説の起源をゲルマンの神
話や古信仰に求め，特に弟ウィルヘルムはそれぞれの昔話を神話や英雄伝説と関連づ






















ー Tylor, E.B.(1832-1917)は本源的思考方法の同一性という言葉で表現した(関, 









































































































































































古代の年中行事に還元しようするアプローチ30等がある(関, 1982a, 1981h)。 
 
30 フランスの民俗学者サンティーヴ Saintyves, P.(1870-1935)は，ペローの昔話をいくつか抜き出して，古い慣習や儀






























































































31 この地理的，及び文化的に特有な昔話の変化をシィドウはオイコタイプと称した(関, 1982b)  
32 3 元性は古い信仰に根差すものとされ，日本においては古事記も見られる(たとえば造化三神，宗像三女神等)。一
方，2 元性や 4 元性もまた存在する。たとえば，プロップ Propp, V.やベレントゾーン Berendsohn, W.A. は 2 元性が
3 元性のよりも古い形式であるという見解を示していたり，一方，南海諸島においては 4を聖数とする民族のあること
















































33 『ブリティッシュ民話辞典 (原題：Dictionary of British Folktales)』(1970)では，folktaleを folk 
narratives(民間物語)と folk legends(民間伝説)とに区分しており，またさらにそこから細かな種類が配されている







































































『日本昔話集』(1930(昭和 5)年)を発刊したり，『旅と伝説』(第 4年(4)(40)[55], 
1931(昭和 6)年)において昔話が特集された昭和初期頃といわれる(関, 1982b)。 
 日本昔話の概念を定めるにあたって，柳田は世界で初めて昔話を科学的に研究した









いる(関, 1980a, 1981a, 1981e)。 
 このように何をもって昔話とするのかの基準を定めるのは容易ではないが，柳田は
総称語としての昔話の概念範囲を「動物昔話」「本格昔話」「笑話」と規定した(関, 












































































































37 世界最古の動物説話は紀元前 3,000年のシュメール・バビロニアで発見されたと言われる(関, 1982b)。 
38 関が紹介した動物昔話の下位区分は執筆年によって揺らぎがある。たとえば，昭和 30 年においては「事実譚」「寓







































































































Märchen にも広義と狭義があり，広義は総称語を意味し，狭義は 「本当の Märchen」
(Eigentliches Märchen(独)，ordinary tale(英))や「狭義の Märchen」と呼ばれる(関, 
1981b)。つまり日本語における「本格昔話」もドイツ語における「本当の Märchen」も狭
義を示す語であるが，注意しなければならないことは，日本の「本格昔話」とドイツの





鎖譚」の 5区分を，アールネは「魔術譚」「宗教譚」「現実譚」「愚かな悪魔」の 4 区分を置
いた (関, 1981f, 1982b)。この「魔術譚」こそが狭義の Märchen とみなすドイツ人学者は
多く，関(1982b)もこの見解に賛成する立場を取っている。このアールネの 4区分は現代の




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































指摘した。「狂」のその後を描いた昔話は 19 話型中 4 話型あり，そのうち鳥に変身するも
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付記 
 多くの方々のあたたかいご理解と支えがあって，ここに辿り着くことができました。 
すべての方のお名前を挙げることはできませんが，皆様に心からの感謝を申し上げます。 
本論文をまとめるにあたり，修士課程から指導教官としてご指導をいただき，ご退官後
も変わらずに励まし続けてくださいました京都文教大学大学院臨床心理学研究科元教授の
秋田巌先生に格別の感謝を申し上げます。そして，主査をお引き受けくださいました同研
究科教授の禹鐘泰先生からは，たくさんのご配慮を賜りながら，困難を克服するための具
体的な方策を丁寧にご指導いただきました。深く御礼申し上げます。同研究科教授の濱野
清志先生からは，修士課程から研究に行き詰まった時の要所において道を開いてくださる
ようなご助言を賜りました。心から御礼申し上げます。同研究科教授の松田真理子先生は，
細やかなご配慮で私の心配事を取りのけて，現実的に行動するための有益なアドバイスを
賜りました。心から御礼申し上げます。同研究科教授の名取琢自先生は，長い冬の時代
（休学中）に私の心と頭をほぐしてくださるような豊かな学びの機会を定期的に設けてく
ださいました。心から御礼申し上げます。放送大学教養学部教授の大山泰宏先生には，心
理臨床の奥深さと臨床家としての姿勢を丁寧に温かくご指導いただきました。深謝いたし
ます。ノートルダム清心女子大学人間生活学部児童学科准教授の日下紀子先生には，臨床
と研究の接点について親身になってご相談に乗っていただきました。心より御礼申し上げ
ます。京都先端科学大学人文学部教授の山愛美先生との出会いにも感謝いたします。本論
文の第二次審査で，今後もずっと深層で響き続けるような貴重な言葉の数々を賜りました。
心より御礼申し上げます。滋賀県立総合病院精神科科長 伴敏信先生は，私に心理臨床の実
践の場を与えてくださり，多大なるご協力とご配慮をいただきました。同科の言語聴覚士
の鈴木則夫先生には，プロソディや言語体験について貴重なご指導をいただきました。認
知症ケア・精神科リエゾンチームのメンバーたちは，いつも温かく見守り応援してくださ
いました。この場を借りて心から御礼申し上げます。 
最後に，この道に進んだ私を許し，応援し続けてくれた家族，苦しい時に私を励まして
くれた伯母，亡き祖母，親戚，光の差す方へと導いてくれた諸先生方，笑顔と激励をもっ
て送り出してくれた前職の元上司と元同僚たち，見守り続けてくれた大学院の先生方，同
期生，秋田ゼミのみなさん，そして友人ひとりひとりに深謝いたします。 
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